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　人の耳垢には，乾燥した灰自色鱗屑状のものと，
粘稠な褐色湿潤飴興のものとがあることは古くか
ら知られており，これに関する文献も今日まで数
多くあるが，その大部分は耳鼻科或いは皮膚不こ／領
域からなされたものであって，入子学的または遺
伝学的の研究は殆ど見当らないようである。京都
大学の足立文太郎名誉教授b（1937）は，耳垢が重
要な人種特徴の一つであることを強調し，これと
人種臭との関係について広汎な研究を報告され，
その後市田氏等2）（1949）は耳垢の乾湿両型を「耳
垢型」と呼び，生涯不変の生理的な形質として人
類学上の人種分類，或いは法医学上の親子鑑別に
応用できることを提唱している。著者等も，この
形質が血液型と並んで遺伝様式の簡単な人の正常
形質の一一・D一であることに興味を覚えたので，集団
遺伝学の立場から，1ヨ本人におけるその分布，遺
伝並びに他の諸形質との関係を調査した。
実験資料及び方法
　本研究の資料は家の3系列からなっている。1）東京在住
民における321家族の遺伝調査資料，II）北海道5市（札幌，
小樽，尉見沢，函館，旭川の各市）における153家族の遺伝
調査資料，III）札幌市内中学校生徒約1，600人における集
団調査資料。いずれの資料も，著著等が額帯鏡と耳鏡とを
以て自身で直接観察したものであって，第3若の問診によ
って得た間接資料は1例も含まれていない。常に両側の外
耳道を診察し，中耳炎，外耳炎の患thf’は本資料からは除外
した。
　足立教授によると，耳垢の両型の性状は，一方の型が
trocken，　sprδde，　weissliehであるに対し，他方の型は
weich，　klebrig，　gelb－braunであると記載している。著
者等は便宜上前者を乾（燥）型（dry　type），後者を湿（潤）
型．（wet　type）と呼ぶことにした。両型の識別は通常肉眼
観察で極めて容易であるが，湿潤型には程度の強弱があり，
極めて稀には判定の困難な例に遭遇した；’÷：一。かかる場合に
は耳掻きで少量の耳垢を採取し銃槍もしたが，粘稠性の有
無は判定の目安として最も役立つた。古い耳垢が大きな塊
となって外耳道内壁に附藩し，これを採取してみると外表
部は乾燥しているが，内層部はなお粘稠性を保持している
ようなこともあり，かかるものは「湿潤型」として分類し
た。
　　　　　　．　　　　　　　　　実瞼成績
　1．耳垢型分布の地方差1　資料1の内で両親集団にお
ける耳垢孟1！の頻度と，資料工IIの集団調査成績とをTable　1
に示した。この表から明かなように，東京在住民では湿型
の頻度22．43％で，札幌市の18．99％より高いが，4分表に
よってこの差を検定すると，XL）＝3．423となり，自由度＝
1で0．10＞P＞0．05で有意水準には達していない。
N　本研究は交部省科学研究費「親子引引に関する綜合的
　研究」の1部である。　なお論文要旨は第37次日本法
　医学会総会（昭利28年6刀8H～10日）において発表
　した。
1）　Adachi，　B．：　Z．　Rassenk．　6，　273　（1939）．
2）市田・市田・市田：逡傳学雑誌24（％），9（1951）．
一x’x識別不能なものは1，638入の被瞼集團中男6入，女2
　　人で計8人（0．48％）に過ぎなかった。
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Table　L　　刀istγibution（ゾEαr－Wa．x　Tmpes
Area
Tokyo’
Sapporo
We七 DryNtmber Per　eent Number Per　cent
144
311
22．43
18．99
498
1327
77．57
81．01
Tota1
642
1638
　2．耳垢型の海賦＝資料1及び資料IIの遺伝調査成績
を総括してTable　2に示した。両親がともに詰論の組合
せ，または両親の片方が凸型の組合せからは，歯型，乾型
の子供がともに生れているが，両親ともに乾型の組合せか
らは乾型の子供のみ生れ，二型は1人も生れていないこと
は注目に値する。即ち，湿型は二型に対して優性に遺伝し
ていることが判る。
　表には観察値：と並べて期待値を掲げてあるが，　これは
1）W，wの1対の対立遺伝子（Wはwに対して優性〉を
想定し，湿型の因子型はWWとWw，乾竹の因子型は
wwとして，2）両親集団における各型の分布頻度から対立
遺伝子の頻度を出し，3）これから理論的に期待値を計算し
たものである。表で見るとおり，各観察値は期待値とかな
りよく一致している。
Table　2．　Heredity　of　Ear－VPrax　Types
A。SummαryげFam吻1）αtαin　Tok2JO
Mating No．　of　families
Obs．， Exp．
wet×weし
wet　×　dry
dry　×　dry
14
116
191
16．1
111．7
193．2
Types　of　childrenWet Dry
Obs．
Totals 321
35
205
　0
321．0 240
Exp． Obs．
36．7
212．7
　0?
249．4
12
195
634
841
Exp． To七als
10．3
187．3
634．0
831．6
47
400
634
’1081
B．Stam7nαγY　of翫隅吻Dα孟αin　Holc］9αido
Mating No．　of　families
Obs．
wet　×　wet
wet　×　dry
dry　×　dry
　7
38’
108
T－o魔?ａｓ－L．IPg
Exp．
　4．4
43．2
105．4
153．0
Types　of　children
Obs．
36
77
　0
Wet
113
Dry
Exp． Obs． Exp． Totals
　30．1
　87．9
　　0
　118．0
．
　3
91
421
515
　8．9
80．1
421．0
39
168
421
1　sio．o 628
　3．耳垢型と他め形質との關係：耳垢型と性，ABO式，
MN式血液型，　P．　T．　C．に対する味覚能力との関係を
Table　3に示した。この内，耳垢型と性，　ABO式，　MN式
血液型との関係は資料1から得られたものであり，耳垢型
とP．T．　C．に対する味覚能力との関係は資料IIIから得ら
れたものである。heterogeneity－testを試みると，これら
の形質闇にはその分布にいずれも縮関々係は認められな
い。
Table　3．　lireterogeneit？J－Test　between　the　D’istrib　ietions
　　　・f　Eαr一｝γ傭鞠Pθ8απ己・伽γN・r・nα1　Tini彦・
Traits
Ear－wax
　　types
Sex MaleFemale
　　　　Wet
Number　1　per　cent
　100　1　23．42
　　86　1　20．28
Dry
Number
　327
　338
Per　eent
76．58
79／72
???
1．225
d．　f．
1
Pr．
〉　O．20
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Trai七S
Ear－wax
　　types
ABO
Blood
Groups
MN
BIood
Types
???
??
　Taste
　ability
for　P．　T．　C．
　Taster
Non－taster
Wet
Number　1　Per　eent
「???????
?????
260
29
23．96
17．10
22．66
22．47
22．28
24．52
22．64
18．99
18．47
Dry
Number　l　Per　cent
238
160
198
69
182
155
328
1109
128
76．04
82．90
77．34
77．53
77．72
75．48
77．36
81．01
81．53
X2
3．487
O．705
O．024
d．　f．
3
2
1
Pr．
〉　O．20
〉　O．50
〉　O．80
考 察
　耳垢型が人種特徴の1つとして重要なものであ
ることはいうまでもないが，われわれの実験成績
から，東京都と札幌市とでは分布頻度に軽度の差
が認められた。この差は検定の結果有意水準には
達しなかったが，市田等の京都市民における成績
（湿型17．58％，密話82．42％）と比較してみると・
同じ日本入集団でありながら，その分布には血液
型の場合と同檬に，多少の地方差があるのではな
いかと並並されるが，この点は今後各地方の集団
調査に侯たねばならない。
　森田3）（1947），市田等2）（1949）は耳垢型が単純
Mendel式の遺伝をすると説えたが，われわれの
474家族の調査はこれを全く裏づける結果を示し
た。これによって耳垢型を血液型とともに法医学
上の親子鑑別に応用しうるものと考えられる．こ．
の点に関して最近われわれは，耳垢の湿型が生後
3週間位の乳児で既に．著明に発現しているものの
あることな発見したが，この形質の早期発現は親
子鑑別の実際上非常に好都合と思われる。
　耳垢型と性，ABO式，　MN式血液型，　P．　T．　C・
に対する味覚能力との間には，いずれもその分布
に相関関係が認められなかったが，これ等の形質
問のLinkage関係の有無は，今後なお資料を追
加して検討しなければならない。
摘 要
　人の耳垢には，灰白色の乾燥型と，褐色粘稠な
湿潤型とがあり，これは生涯不変な遺伝形質とさ
れている。著者等は一般集団内の各型の分布頻度
を調べた結果，湿型の頻度は東京都22・43％，札
幌市18。99％で，その分布には多少の地方差があ
るように思われる。また東京都及び北海道の5市
に在住する474家族について，その遺伝関係を調
査し，湿型は乾型に．対してMendelの法則に従い
単純優性に遺伝することを確認した。耳垢の湿型
は生後間もない乳児でも著明に発現していること
があるから，この形質の遺伝法則を法医学上の親
子鑑別に応用する上に非常に好都合と考えられる。
茸垢型と性，ABO式，　MN式血液型，　P．　T．　C．に
対する味覚能力との間には，その分布にいずれも
相関は認められなかった。
　　　　　　　　　　　　　（昭和29．10．22受付）
3＞　森田：　一卜全會漏　50　（1），54　（1947）．
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Summary
　　　It　is　generally　recognized　that　some　persons　have　gray，　brittle　and　dry　ear－wax，
while　others　have　brown，　sticky　and　wet．　These　two　types　of　human　ear－wax　are
considered　as　one　of　the　normal　hereditary　traits．
　　　　A　series　of　investigatiQn　was　made　on　the　incidence　of　the　ear－wax　types　in　Japanese
population．　lt　w　as　found　that　the　wet　type　occurred　at　a　rate　of　22・43　per　cent　in　Tokyo，
and　18．99　per　cent　in　Sapporo．　This　difference，　though　n　ot　at　a　significant　level，　suggests
that　there　were　some　slight　differences　in　distribution　by　areas　in　Jap’an．
　　　From　examination　of　474　families，　it　was　confirmed　that　wet　type　is　inherited　as　a
Mendelian　dominant．　Comparison　of　the　distributions　of　the　ear－wax　types　and　the
other　human　normal　traits　（sex，　ABO　blcx）d　groups，　MN　blood　types　and　taste－ability　for
pheriyl－thio－carbamide）　revealed　no　significant　heterogeneity　between　them．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　（Received　Oct，　22，　1954）
